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３年 理科学習指導案 

 

１ 単元名 音のふしぎ 

２ 単元について 

本単元は、「エネルギー」についての基礎的な概

念を柱とした内容のうちの「エネルギーの捉え方」

に関わるものであり、中学校第１分野「（１）ア（ア）

光と音」の学習で、音は物が振動することによって

生じ空気中などを伝わること及び音の高さや大き

さは音源の振動の仕方に関係することを捉える学

習につながるものである。 
平成 29年３月告示の「小学校学習指導要領」に

おいて、一時取り扱われなくなった「音の性質」の

学習が、再び第３学年で取り扱われることになった。

「空気」について未学習である第３学年では、物自

体の震えによる音に関する内容が中心となる。その

ため、本単元では、目に見えない「音」を、手で触

れたり、細かな粒を用いて可視化したりすることで、

物が震えるという具体的な現象と結び付けて認識

できるようにしていく。「音が出ているとき、その

物自体が震えていること」を捉えることは、音の性

質を科学的に学ぶ上での土台となり、本単元の第２

次における音の伝わり方、さらには、中学校の学習

における音の学びを発展的に繋げていく上でも重

要なことであると考える。 

児童は、日頃から様々な音に触れながら生活して

きている。例えば、声を発したり、音楽科の学習で

楽器の音を聞いたり、スピーカーから流れる音楽を

聞いたりするなど、たくさんの音に囲まれて生活し

ている。身近すぎるあまり、「音が出ているときに、

その物はどうなっているのか」、「どうやって音が聞

こえてくるのか」など、音の性質について意識する

機会はあまりなかったのではないかと考える。 

そこで、本単元では、「音」という現象に意識を

向け、自ら探究しようとする態度を養うことができ

るよう、本単元の導入を工夫していく。また、様々

な物に働きかけ、諸感覚を働かせながら物の震えを

捉えたり、児童自身が問題を見いだしたりすること

ができるよう、扱う教具を工夫していく。音のよう

な身近な現象について立ち止まって考えることで、

身近にある様々な自然現象の不思議さやおもしろ

さに気付き、目を向けるきっかけにしたいと考える。 
３ 単元の目標 

音を出したときの震え方に着目して、音の大きさ

を変えたときの現象の違いを比較しながら、音の性

質を調べる活動を通して、それらについて理解を図

り、観察、実験などに関する技能を身に付けるとと

もに、主に差異点や共通点を基に、問題を見いだす

力や主体的に解決しようとする態度を育成するこ

とができる。 
４ 単元の評価規準 

知
・
技 

・音の性質について、器具や機器を正しく扱いなが

ら調べ、それらの過程や得られた結果を分かりや

すく記録している。３ 

・物から音が出るとき、物は震えていること、また、

音の大きさが変わることを理解している。２ ３ 

・物から音が伝わるとき、物は震えていることを理

解している。４ ５ 

思
・
判
・
表 

・音の性質について、差異点や共通点を基に、問題

を見いだし、表現するなどして、問題解決してい

る。１  

・音の性質について、観察、実験などを行い、得ら

れた結果を基に考察し、表現するなどして問題解

決している。４ ５ 

主
・
態 

・音の性質についての事物・現象に進んで関わり、

他者と関わりながら問題解決しようとしている。

２ ７ 

・音の性質について学んだことを学習や生活に生か

そうとしている。６ ７ 

  

主体的な問題解決を促す理科指導の在り方を探る 
 －子どもの学びと指導との調和を目指して－ 
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５ 児童の姿を想定した単元の構成図（７時間扱い） 

 

 第１次 音の出方（３時間） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

第２次 音の伝わり方（４時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４５ 糸電話で、音が伝わるとき、どこが震えているのだろう。
・どちらの紙コップも震えているよ。
・さわったら、糸が震えていた。
・糸につけたスパンコールや紙が震えていたから、糸が震えていることがわかるね。
・音が伝わるとき、糸電話の糸は震えている。
・コップとコップの間にある糸が震えて、音が伝わる。

７ 糸電話がないのに、音が伝わるのはどうしてだろう。

・糸の種類を変えると、音が変わったけれど、音が聞こえたときは、どの種類の糸も震えていた。
・１階から３階に届く糸電話を作ろう。下から上でも糸電話で音は伝わるのかな。
・同時に何人とも話せる糸電話を作りたい。ほかの糸電話をつなげても、糸が震えれば、音が伝わるはずだ。
・糸の種類や長さを変えても、間にある糸が震えれば、音が伝わる。

６ いろいろな糸電話を作ろう。

・耳と耳や、楽器と耳の間にある物は空気だから・・・。
・糸電話を使わずに音が伝わるときは、間にある空気が震えているのかもしれない。
・空気の震えを見るために、よい実験方法はないかな。なるべく軽い物がよさそうだ。
・太鼓を叩くとシャボン玉が揺れたから、空気が震えたことがわかった。
・スピーカーで音を流すと、サウンドウォッチャーのビーズが動いたから、間にある空気が震えたことが
わかるね。

・音が伝わるとき、目には見えないけれど空気が震えているんだね。

１ 楽器やおもちゃ、身の回りの物を使って音を出してみよう。
・輪ゴムギターのゴムをはじくと、輪ゴムが震えた。
・トライアングルを手で止めると、音が止まった。
・音が出ているときには、物は震えている。音が出ていないときには、物は震えてい
ないようだ。

・声を出して、喉を触ると震えていた。

２ どんな物も、音が出るとき、
ものが震えているのだろうか。

〇どんな物も、
音が出るときは
震えている。

〇音の大きさによって、
震え方は変わる。

３ 音の大きさを変えると、
物の震え方は変わるのだろうか。

・物の震えを、目で見てもわかるよう
にするにはどうしたらいいかな。

・いろいろな楽器で確かめてみよう。
・太鼓を叩くと叩いた面が震えた。
・トライアングルは、触って確かめよう。
・楽器を手で押さえて震えを止めると、
音が出なくなる。

・物の震え方を、目で見てもわかるように
すると、震え方の違いを比べられそう。

・大きい音のときは、物の震えが大きい。
・小さい音のときは、物の震えが小さい。

♦導入、教具の工夫 
これまで無意識

に聞いていた「音」
に目が向くように
発問を工夫する。音
源を楽器のみに固
定せず、理科工作や
身近な物にも働き
かけて音を出すと
いう活動を行う。音
が出ているときの
物の震えを捉えや
すい教具を提示す
る。 
 
♦震えの可視化 
音の振動を可視

化にすることで、結
果を客観的に捉え、
共有することがで
きるようにする。可
視化させる方法を
考えたり、児童が方
法を選択したりす
ることができるよ
うにすることで、主
体的に追究できる
ようにする。 
 
♦音の性質について
考えたり、説明した
りする活動の充実 
個人がじっくり

と考える場やグル
ープでの話合いの
場を設ける。児童
の気付きや疑問
を、教師が分類・
整理したり、実験
の結果を表に整理
して比較するよう
促したりすること
で、児童が思考を
整理できるように
する。 
 
♦自由試行の場の設
定 
学んだことを基

に自分なりに糸電
話を改良したいと
いう思いや不思議
に思っていること
を試したいという
児童の思いを大切
にする。 

調和を図る際の

留意点 

【本時】 
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６ 本時について 

（１）目指す学びの姿 

本時に目指すのは、体験を通して様々な物に

働きかけながら、「音が出ているときと出てい

ないときの物の様子は、どのような違いがある

のか」、「音が出ているときは、物は震えている」

などの、音が出るときの物の様子に着目しなが

ら、問題を見いだす姿である。 
（２）指導の問題点 

本単元は、第１次で、音を出したときの震え

方の様子について、第２次では、糸電話を使用

し音の伝わり方を追究していくという構成で

ある。単元の導入において、現行の教科書では、

太鼓やトライアングルなどの楽器を使って音

の震えを捉え、音の性質についての問題を見い

だしていくという流れとなっている。物の震え

を捉えるための教具として、楽器を使用するこ

とは有用であると考える。しかし、これまで音

の出方を意識しなかった児童にとって、楽器を

鳴らして音を出すという活動のみに絞ってし

まうと、「音」＝「楽器の音」という狭い認識に

つながってしまう可能性があるのではないか

と考える。また、第２次において、糸電話を使

う際にも問題が生じてしまう。これまでの生活

科の学習や発達段階を踏まえると、音が伝わる

ときの様子を確かめるためには、糸電話を使う

のが有効であるが、糸電話を使う際の音源は、

「声」である。声を発したときにも喉が震える

という体験をせず、人の発する声も音の１つで

あるという認識がない児童にとっては、声を出

したときの震えが糸を伝わり、相手に音が届く

という考えに結び付いていかないのではない

かと考える。 
そこで、学びと指導の調和を図ために、以下

の手立てを講じる。 

（３）学びと指導の調和 

 
本時では、児童がこれまで無意識だった「音」

という現象に意識を向け、自ら探究しようとす

る姿を期待する。音を出す活動の際には、楽器

やおもちゃ、身近な物を使用するが、震えが視

覚的、感覚的に捉えやすい物を用意することで、

音と物の様子の関係に着目できるようにする。

輪ゴムギターや紙コップで作る鳴き声コップ

などは、物自体に触れながら音を出すことにな

るため、物の震えを捉えさせるのに適している

と考える。声を出したときの喉の震えも捉えや

すいため、喉の震えも体感できるようにする。

また、「音が出ていないときと出ているときと

で、物がどのように変わったか」を問うことで、

音が出ているときだけでなく、音が出ていない

ときの物の様子にも着目させる。こうすること

で、音が出ているときと出ていないときとの震

えの有無を比較できるようにし、「音が出てい

るとき、物は震えているのではないか」などと、

音と物の震えの関係に気付けるようにしたい。 
 

 

自由試行の時間を十分に確保し、児童の気付

きを大切にしながら本時を展開する。音を出す

活動を行う際には、楽器や身近な物、生活科の

おもちゃ（科学工作）を各班に用意する。おも

ちゃを使い、遊び感覚で捉えた物の震えについ

て、次は楽器を使って確かめたり、楽器で確か

めた物の震えを、身近な物を使って再度試した

りするなど、様々な物を行き来し、試行錯誤し

ながら音を出す活動を行うことで、主体的に問

題を見いだすことができるようにしたい。 

視点１ 音と物の様子の関係に着目させるた

めの教具の工夫 

視点２ 自由試行できる場の工夫 
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（４）本時の目標 

・音の性質について、音を出したときと出していないときとを比較しながら、問題を見いだしてい

る。【思考・判断・表現】 
（５）本時の展開（１/７） 

〇主な学習活動 ・児童の学びの姿  〇教師の指導・支援  ☆評価 

〇音についてどのようなイメージを

もっているかを話し合う。 

・話し声 ・楽器の音 

・好きな音楽の音 

 

 

〇様々な物に働きかけ、試行錯誤しな

がら音を出す。 

・声を出す 

・輪ゴムギター 

・鳴き声コップ 

・空き缶（ミルク缶）を鉛筆で叩く 

・トライアングル 

・太鼓 

 

 

 

 

 

          

         

〇音を出して気付いたことや疑問に

思ったことを班で話し合う。 

 

 

 

 

 

〇音を出して気付いたことや疑問に

思ったことを、全体で話し合う。分

類、整理していき、学級共通の問題

を設定する。 

・音が出ているときには、どんな物も

震えていそうだ。 

・触って震えているようには感じた

けれど、物の震えを目で見て確かめ

られる方法はないだろうか。 

 

 

 

〇振り返りを書き、次時につなげる。 

〇「普段どんな音が聞こえますか」と問うことで、日常生活の

中で、様々な音に触れていることに気付けるようにする。 

〇身の回りで音が出る物を使ったり、楽器を使って音を出し

たりした経験などを振り返りながら、音についての関心を

高める。 

 

〇様々な物に働きかけながら音を出していくという活動の見

通しがもてるようにする。 

〇音が出ているときと出ていないときの物の様子を比較する

よう促す。「音が出ていないときと出ているときとで、物が

どのように変わったか」を問うことで、音と物の震えの関係

に着目できるようにする。 

〇声を出したときに喉を触るという発想が児童から出た場合

は、その発想を全体に共有する。児童から出ない場合は、声

を出したときに喉に触れてみることを教師から促す。 

〇楽器の他にも、生活科で作ったおもちゃや身近な物を各班

に用意することで、様々な物から音を出す活動を行えるよ

うにする。また、震えを捉えやすい物を用意することで、自

由試行の中で児童自身が音と物の様子の関係に着目し、諸

感覚を働かせながら物の震えに気付けるようにする。 

 

〇音を出す活動で得られた結果や考察、疑問を、個別でノート

に整理することができるよう時間を確保する。 

〇結果や考察などを班で共有し、「音が出ているときと出てい

ないとき」や「異なる音源」の比較を基に、「音が出ている

ときは、物は震えている」という共通点に着目できるように

する。 

 

〇児童の気付きを集約、整理することで、「音が出ているとき

と出ていないとき」や「異なる音源」を比較させ、共通点や

差異点を基に問題を見いだすことができるようにする。問

題を焦点化し、児童がこれから調べていきたいことを全体

の問題とする。 

〇音の大小による物の震え方の違いに気付く児童がいれば、

その気付きを全体で共有し、２、３時間目の実験や観察を行

う際の着眼点となるようにする。 

☆【思考・判断・表現－発言・ノート】 

 

 

音が出ているとき、ものはふるえているのだろうか。 


